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Google Classroom

ujriogo
履修人数的に抽選は無し、


CampusPlanでの登録を忘れずに



自己紹介

• 神奈川県茅ヶ崎市出身(1994)


• 東京藝術大学音楽環境創造科卒(2017)


• 九州大学大学院芸術工学府 修士、博士後期課
程(2017~2022)


• 東京藝術大学芸術情報センター 特任助教
（2022~）


• YCAM(Intern,2015),teamlab(2015~2017), 
School for Poetic Computation(2018)

photo: Takehiro Goto

電子楽器を作って演奏したり、展示のための音プログ
ラミングをしたり、音のためのプログラミング言語を
作ったりしています。


https://matsuuratomoya.com 

https://matsuuratomoya.com


School for Poetic Computation

https://medium.com/sfpc/sfpc-fall-2018-1%E9%80%B1%E7%9B%AE-6fc844be3d83 

https://medium.com/sfpc/sfpc-fall-2018-1%E9%80%B1%E7%9B%AE-6fc844be3d83


SFPC Summer 2019 in Yamaguchi https://vimeo.com/363716118 
https://potari.jp/2019/12/3673/ 

https://vimeo.com/363716118
https://vimeo.com/363716118
https://potari.jp/2019/12/3673/


この授業で取り扱う内容

• プログラミングを通じて、テクノロジー批評の基礎を身につける


• 映像や音声など、コンピューターを手段として用いる作品よりも、プログラ
ミングやコンピューターを使うこと自体を表現のテーマにしたものを扱う



詩 
自己言及（再帰） 

無駄 
公共財



参考資料

 「遙かなる他者のためのデザイン 久保田晃弘の思索と実装」(2017) 久保田 晃弘、BNN



参考資料

Reading Writing Interfaces: From the Digital to the Bookbound(2014)  
Lori Emerson , University of Minnesota Press

https://www.upress.umn.edu/book-division/books/reading-writing-interfaces 

https://www.upress.umn.edu/book-division/books/reading-writing-interfaces


参考文献

Scrapism: A Manifesto, Sam Lavigne, critical AI vol.1 issue 1-2, 2023



https://scrapism.lav.io/ 

https://scrapism.lav.io/


今あえてコンピューターを 
テキストで操作することを考える



FUJIC(日本で最初のコンピューター、上野の科学博物館で展示されています)

Morio - 投稿者自身による著作物, CC 表示-継承 3.0, https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=12663684 

https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=12663684


FUJIC(日本で最初のコンピューター、上野の科学博物館で展示されています)

Morio - 投稿者自身による著作物, CC 表示-継承 3.0, https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=12663684 

タイプライター（入力ではなく出力装置） 
電磁石とワイヤーで引っ張る

https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=12663684


テレタイプからターミナル

File:DEC VT100 terminal.jpg

 Jason Scott, CC BY 2.0, via Wikimedia Commons, 

 https://commons.wikimedia.org/wiki/File:DEC_VT100_terminal.jpg 

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:DEC_VT100_terminal.jpg


Xerox PARC 暫定版Dynabook（1972~1979）

Kay, Alan. 1979. “Programming Your Own Computer.” In Science Year 1979. World Book Encyclopedia.



Kay, Alan, and Adele Goldberg. 1977. “Personal Dynamic Media.” Computer 10 (3): 31–41. https://doi.org/10.1109/C-M.1977.217672.




Apple Lisa (1983)
現実世界のメタファーへ

https://www.mac-history.net/2007/10/12/apple-lisa/ 
Apple Lisa by Christoph, Mac History, 2007


https://www.mac-history.net/2007/10/12/apple-lisa/




履修上の注意点



スケジュール1

• 1. (10/6) イントロダクション


• 2. (10/13) 10 PRINT


• 3. (10/20) テキスト


• 4. (10/27) グリッチ入門


• 5. (10/31(火)) 難解プログラミング言語1


• 6. (11/10) 難解プログラミング言語2


• 7. (11/17) プログラミング言語を作ってみる1



スケジュール2

• 8. (11/24) プログラミング言語を作ってみる2


• 9. (12/1) コンピューターに詩を書かせる（自然言語処理）


• 10. (12/8) インターネットと公共財1（HTMLとWeb）


• 11. (12/15)  インターネットと公共財2(Scrapism)


• 12. (12/22) インターネットと公共財3(ゲスト講義？)


• 13. (1/5) 課題制作1


• 14. (1/22) 課題制作2


• 15. (1/26) 講評・ふりかえりとまとめ



授業全体の課題：

コンピューターを無駄遣いしたプログラムを作成すること



課題
コンピューターを無駄遣いしたプログラムを作成すること

• 例えば：


• Or、授業内で出された小課題の延長


• 自由制作ももちろんOK


• ただ、希望としてはなるべく自分の本業と関係のないものを作ること  

• 具体例は授業内で少しずつ紹介していきます。


• 技術的な難易度よりも、なぜそれを作ったのか伝わるように



成績評価

• 成績は出席点を30%、授業中に数回提示される小課題点を30%、最終課題点を40%
として評価する。


• 出席点は毎回授業の最後にGoogle Formでの感想、質問シートの提出をもってカウ
ントする。必ず毎回その回でわからなかったことや気になっている内容について最
低1つ質問してください！次の授業でフォローアップします。


• あらゆる課題について、無条件で、未提出は0点、期限を過ぎての提出は減点する。


• 課題を含めた授業関連のやりとりには全てClassroomを利用します



機材関連

• AMC演習室のコンピューターのデータはシャットダウンすると削除され、設
定もリセットされます。


• データを保管しておきたい人は、ネットワーク上の “shared”の中のコードと
デザインのフォルダに、自分の名前のフォルダを作成して保存してください。


• ただし、他の人からも見える&編集できてしまうので、USBメモリ等を持参す
るのをお勧めします



Homebrewのインストール
（macOS向け）



Homebrewとは？

• macOS向け、コマンドラインツールのパッケージマネージャ


• 有志で管理されてるApp Storeみたいなもの


• 膨大な数のパッケージがコミュニティによってメンテナンスされている


• 基本的にはコマンドラインツールのみだが、GUIツールも主要なものはインス
トール可能







https://brew.sh 

https://brew.sh


https://brew.sh ここをクリックしてコマンドをコピー

https://brew.sh


/bin/bash -c "$(curl -fsSL https://raw.githubusercontent.com/Homebrew/install/HEAD/install.sh)"

ペーストしてEnter



パスワードを入力してEnter

Enterを入力



こんな感じになればOK



試しにインストールしてみよう

brew install sl

sl
インストールできたら、

と打ってEnter



※slコマンドはよく使うlsをタイプミスした時に出てくるジョークコマンド



Visual Studio Codeのインストール



A：普通にインストール

https://code.visualstudio.com/



B：Homebrewでインストール

brew install --cask visual-studio-code


